
防災⾏政無線と連動した
タブレット端末の活⽤

取組概要
 町内の全⼾へタブレット端末を配布。
 災害時には、タブレット端末が防災⾏政無線と連携し、⾳声と⽂字・画像データをプッシュ型で

提供している。

取組の効果
 防災⾏政無線では、台⾵時には屋内へ⾳声が届かないということがあったが、タブレット端末と

連携したことで問題が解消された。また、タブレット端末上で、放送後に内容を確認することも可能
になった。

取組のきっかけ
 平成27年２⽉まで、防災⾏政無線はアナログ回線を⽤いた⺠間通信事業者の⾳声配信サービスを

利⽤していたが、サービスの終了を迎えた。
 新たな情報伝達⼿段の検討が必要となり、防災⾏政無線のデジタル化と合わせ、タブレット端末との

連携を⾏うこととした。

取組のポイント

 直島町では、町内全⼾にタブレット端末を配布。

 タブレット端末より、プッシュ型で、⾳声放送と⽂字・画像データで、町⺠の暮らしに役⽴つ情報を配信。
このなかで、防災情報としては、台⾵への注意喚起や、避難所開設の案内等を配信している。

 タブレット端末への情報配信は、「ふれあい通信なおしま」という、町の情報配信サービスにより実施。
※インターネットに接続されたPC等を利⽤すれば、どこからでも情報配信が可能。

 「ふれあい通信なおしま」に情報を⼊⼒すれば、タブレットには⽂字と⾳声、屋外拡声器や個別受信
機には⾳声が配信されるよう連携が可能。

 スマホアプリ版「ふれあい通信なおしま」の配布も⾏っており、個⼈のスマートフォンで外出中であってもリ
アルタイムで情報を取得できる。

▼タブレット端末 ▼災害時の情報のイメージ（画像はテスト時のもの）
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